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北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
平
成
六
年
四
月
二
一
日
(
木
)
午
後
一
時
半
よ
り

「
政
権
交
代
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」

報
告
者

二
郎
氏

北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
)

山
口

出
席
者

五
四
名

I 

政
権
交
代
で
何
が
変
わ
っ
た
の
か

二
段
階
の
政
界
再
編

①
政
治
改
革
連
合
政
権

②
政
策
に
即
し
た
政
党
再
編

政
権
交
代
二
ニ
つ
の
文
脈

-
歴
史
的
文
脈

・
国
際
的
文
脈

-
戦
後
史
的
文
脈

1 2 

3 

第
一
段
階
と
し
て
の
細
川
政
権
の
評
価

.
政
権
交
代
の
画
期
的
意
義

-
問
題
点

連
立
政
権
に
お
け
る
政
策
形
成

政
策
ア
ジ
エ
ン
ダ
の
変
化

-
新
し
い
政
策
課
題
の
認
知

-
連
立
政
権
に
お
け
る
政
策
調
整
の
意
義

予
算
編
成
と
税
制
改
革

E 1 2 3 

-
九
四
年
度
予
算
の
編
成
過
程

-
事
業
の
採
択
と
政
治
的
調
整
の
仕
組
み

-
税
制
改
革
論
議
に
お
け
る
与
党
と
大
蔵
省

政
策
形
成
に
お
け
る
連
続
と
変
化

-
宮
僚
支
配
の
復
活

-
変
化
の
予
兆

北j去45(5・153)847 



報

政
界
再
編
成
(
リ
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
)

の
展
望

m出1 

リ
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
の
モ
デ
ル

雑

-
福
祉
国
家
の
形
成

.
福
祉
国
家
の
解
体

・
新
保
守
主
義
の
限
界
と
リ
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト

「
社
民
+
リ
ベ
ラ
ル
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル

-
リ
ベ
ラ
ル
と
は
何
か

.
社
会
民
主
主
義
の
現
況

分
水
嶺
と
湿
原

2 3 

-
政
党
再
編
の
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ

-
現
代
社
会
に
お
け
る
政
治
再
編
成
の
難
し
さ

.
政
党
に
と
っ
て
の
機
軸
は
何
か

O
平
成
六
年
五
月
二
六
日
(
木
)
午
後
三
時
よ
り

「
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
に
つ
い
て
」

報
告
者

出
席
者

西

原

政

雄

氏

(
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
)

一
五
名

1
・
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
の
設
置
の
背
景

川
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
伴
い
、
損
失
補
填
等
の
証
券
不
祥
事
の
実
態
が
明

ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
の
際
、
国
会
、
臨
時
行
政
改
革
審
議
会
等
に
お

い
て
五
つ
の
問
題
点
(
①
証
券
取
引
に
適
用
さ
れ
る
ル

i
ル
が
不
明
確
、

②
ル

I
ル
違
反
者
に
対
し
て
相
応
の
処
罰
等
が
課
せ
ら
れ
て
な
い
、
③

市
場
参
加
者
に
自
己
責
任
原
則
の
自
覚
が
足
り
な
い
、
④
業
界
の
保

護
・
育
成
に
重
点
を
置
き
過
ぎ
た
証
券
行
政
の
あ
り
方
、
⑤
検
査
・
監

視
体
制
が
ル

l
ル
違
反
の
把
握
に
十
分
機
能
し
て
い
な
い
。
)
が
指
摘

さ
れ
た
。

北法45(5・154)848

ωこ
れ
ら
問
題
点
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
①
損
失
補
填
等
を
禁
止
す
る

証
券
取
引
法
の
改
正
、
②
通
達
の
法
令
化
等
の
見
直
し
、
③
法
人
罰
金

刑
の
引
き
上
げ
、
④
自
主
規
制
機
関
の
機
能
強
化
、
⑤
適
正
競
争
の
促

進
の
た
め
の
金
融
制
度
改
革
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
ほ
か
、
検
査
・
監
視

体
制
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

2
・
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
の
設
置
を
巡
る
諸
問
題

当
時
の
議
論
は
、
証
券
行
政
の
一
環
と
し
て
証
券
会
社
の
保
護
、
育
成

に
当
た
っ
て
い
る
大
蔵
省
証
券
局
が
証
券
市
場
で
の
ル

l
ル
違
反
の
監
視

を
も
行
う
の
は
、
い
わ
ば
コ

l
チ
が
ア
ン
パ
イ
ア
を
兼
ね
る
よ
う
な
も
の

で
あ
り
、
厳
正
、
公
正
な
ル

l
ル
違
反
の
摘
発
は
期
待
で
き
な
い
等
、
委
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員
会
の
独
立
性
と
権
限
の
あ
り
方
に
集
中
し
た
。

川
委
員
会
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
行
革
審
答
申
で
提
言
さ
れ
た
強
制
調

査
(
令
状
に
よ
る
臨
検
、
捜
索
、
差
押
)
を
中
心
と
す
る
犯
則
事
件
の

調
査
権
限
の
付
与
だ
け
で
は
、
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
市
場
監
視
機
能

(
ア
ン
パ
イ
ア
機
能
)
の
発
揮
に
必
要
と
さ
れ
る
権
限
と
し
て
は
不
十

分
で
あ
り
、
監
視
す
べ
き
市
場
の
主
た
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
証
券
会

社
の
ル

l
ル
遵
守
状
況
の
検
査
の
重
要
性
か
ら
、
従
来
大
蔵
省
証
券
局

が
行
っ
て
い
た
証
券
会
社
や
自
主
規
制
機
関
に
対
す
る
検
査
権
限
も
委

員
会
に
移
す
べ
き
と
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
場
合
、
監
督
行
政
上
の
法
令
執
行
責
任
を
担
保
す
る
重
要
な
手

段
で
あ
る
立
入
検
査
権
限
を
監
督
行
政
か
ら
分
離
す
る
こ
と
の
問
題
点

は
十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仮
に
新
た
な
証
券
不
祥

事
が
公
に
な
っ
た
場
合
、
検
査
機
関
と
監
督
行
政
責
任
者
で
あ
る
大
蔵

大
臣
が
別
で
あ
る
と
、
大
蔵
大
臣
は
、
「
検
査
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ

っ
て
、
自
分
に
は
そ
れ
を
知
る
術
が
な
い
」
と
言
い
、
検
査
機
関
は
、

「
大
蔵
大
臣
の
指
導
、
監
督
の
不
適
切
さ
が
原
因
」
と
主
張
し
か
ね
ず
、

責
任
所
在
が
不
明
確
に
な
り
や
す
い
。
こ
の
よ
う
に
主
務
大
臣
か
ら
検

査
機
関
が
完
全
に
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
主
務
大

臣
に
最
終
的
な
行
政
責
任
を
果
た
し
う
る
道
が
残
さ
れ
る
な
ら
ば
、
行

政
効
率
、
機
動
性
よ
り
も
市
場
監
視
機
能
の
中
立
・
公
正
性
を
優
先
さ

せ
、
独
立
性
の
高
い
委
員
会
に
検
査
権
限
を
移
す
べ
き
と
い
う
結
論
に

達
し
、
証
券
会
社
等
に
対
す
る
検
査
権
限
の
う
ち
ル
|
ル
遵
守
状
況
の

チ
ェ
ッ
ク
に
関
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
財
務
の
健
全
性
の
チ
ェ
ッ
ク

以
外
の
検
査
権
限
は
委
員
会
に
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
当
時
、
金
融
機
関
で
も
偽
造
預
金
証
書
貸
付
等
不
祥
事
が
多

発
し
た
こ
と
か
ら
、
金
融
機
関
に
対
す
る
検
査
を
委
員
会
に
移
す
べ
き

か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
議
論
を
呼
ん
だ
が
、
①
証
券
検
査
が
市
場
ル
ー

ル
の
遵
守
状
況
チ
ェ
ッ
ク
が
中
心
な
の
に
対
し
て
金
融
検
査
は
金
融
機

関
の
資
産
・
財
務
の
健
全
性
の
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
り
、
預
金
者
保
護
、
信

用
秩
序
維
持
を
図
る
上
で
、
銀
行
監
督
行
政
と
は
不
可
分
の
も
の
で
あ

る
こ
と
、
②
証
券
取
引
と
は
、
不
特
定
多
数
の
投
資
家
が
取
引
公
正
確

保
の
ル

l
ル
に
則
っ
て
参
加
し
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
る
価
格
を
共
通
の

基
準
と
し
て
行
う
取
引
で
あ
る
の
に
対
し
、
金
融
取
引
は
経
済
一
般
を

律
す
る
民
商
法
の
適
用
を
受
け
る
相
対
取
引
で
あ
る
こ
と
、
③
証
券
犯

罪
が
証
券
取
引
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
の
ル

1
ル
違
反
で
あ
る
の
に

対
し
、
金
融
犯
罪
は
一
般
刑
法
犯
罪
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
違
い
か
ら
、

委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
市
場
監
視
機
能
(
ア
ン
パ
イ
ヤ
機
能
)
の
発
揮

に
必
要
と
さ
れ
る
権
限
と
は
異
質
の
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。

ω委
員
会
の
独
立
性
を
巡
る
問
題
と
し
て
は
、
国
家
行
政
組
織
法
の
三

条
委
員
会
か
八
条
委
員
会
か
の
議
論
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
条
委
は

北法45(5・155)849 



報

何
ら
か
の
形
で
自
ら
国
家
意
思
を
決
定
・
表
示
す
る
権
限
を
有
す
る
の

に
対
し
、
処
分
権
を
持
た
な
い
八
条
委
で
は
市
場
監
視
機
能
の
実
効
性

が
保
て
る
か
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
監
督
権
限
の
最
終
的
な

担
保
で
あ
る
処
分
権
が
監
督
権
者
(
免
許
権
者
)
と
は
別
な
と
こ
ろ
で

行
使
さ
れ
る
の
で
は
監
督
行
政
を
十
分
に
果
た
し
え
な
く
な
る
こ
と
等

か
ら
、
処
分
権
は
監
督
当
局
に
残
す
こ
と
と
し
、
代
わ
り
に
八
条
委
と

し
て
の
市
場
監
視
機
能
の
実
効
性
を
実
質
的
に
担
保
す
る
た
め
、
勧
告
、

建
議
制
度
(
大
蔵
大
臣
に
勧
告
尊
重
義
務
を
課
す
)
を
導
入
す
る
こ
と

と
し
た
。

ま
た
、
大
蔵
大
臣
の
下
の
八
条
委
で
は
独
立
性
が
保
て
な
い
の
で
は

な
い
か
と
の
議
論
が
あ
る
が
、
三
条
委
で
あ
れ
八
条
委
で
あ
れ
、
ム
口
議

体
と
い
う
組
織
形
態
そ
の
も
の
が
意
思
決
定
の
独
立
性
、
中
立
性
を
担

保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
本
質
的
に
独
立
行
政
機
関
と
し
て
機
能

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
国
会
同
意
人
事
(
両
院
の
同
意
を
得

て
大
蔵
大
臣
が
任
命
)
、
身
分
保
障
(
禁
治
産
等
、
禁
固
以
上
の
刑
等

以
外
で
は
、
意
に
反
し
て
罷
免
さ
れ
な
い
て
独
立
し
て
職
権
行
使
、

等
が
明
定
さ
れ
、
独
立
性
を
確
固
た
る
も
の
と
し
て
い
る
。

3
.
監
視
委
員
会
の
活
動
状
況

委
員
会
は
、
一
九
九
二
年
七
月
二

O
日
発
足
以
来
、
間
も
な
く
二
年
を

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
主
な
活
動
と
今
後
の
課
題
を
振

雑

り
返
る
。

北法45(5・156)850

川
委
員
会
は
、
主
な
活
動
と
し
て
①
証
券
取
引
等
の
公
正
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、
三
年
一
巡
程
度
の
頻
度
で
臨
庖
検
査
を
実
施
、
②
日
常
的

な
市
場
監
視
で
あ
る
取
引
審
査
事
務
に
よ
り
、
個
別
銘
柄
の
値
動
き
に

つ
い
て
価
格
形
成
や
内
部
者
取
引
等
に
関
す
る
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
、
報
告
・
資
料
徴
取
を
実
施
、
③
臨
検
、
捜
索
、
差
押
え
の

強
制
調
査
を
中
心
と
し
た
犯
則
事
件
の
調
査
に
よ
り
、
日
本
ユ
ニ
シ
ス

株
価
操
作
事
件
(
仕
手
戦
の
資
金
提
供
者
も
共
犯
と
し
て
起
訴
)
及
び

ア
イ
ペ

y
ク
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
事
件
(
庖
頭
公
開
企
業
で
初

の
粉
飾
決
算
)
を
摘
発
、
④
検
査
、
調
査
の
結
果
、
特
別
の
利
益
を
提

供
す
る
こ
と
を
約
し
て
勧
誘
す
る
行
為
(
飛
ば
し
)
等
に
関
し
、
大
蔵

大
臣
に
対
し
行
政
処
分
等
を
勧
告
、
⑤
そ
の
他
、
証
券
会
社
の
営
業
姿

勢
や
個
別
銘
柄
に
関
す
る
情
報
の
受
付
及
ぴ
委
員
会
や
行
政
へ
の
意
見

徴
取
等
を
行
い
、
監
視
機
能
の
発
揮
に
努
め
て
い
る
。

凶
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
①
犯
則
事
件
の
調
査
を
遂
行
す
る
上
で
の

人
手
不
足
の
解
消
、
②
検
査
内
容
の
善
し
悪
し
等
に
応
じ
検
査
周
期
に

差
を
付
け
る
か
等
今
後
の
検
査
の
あ
り
方
の
検
討
、
③
海
外
の
証
券
監

督
機
関
と
の
連
携
、
④
混
成
部
隊
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
初
か
ら
非
常
に

士
気
旺
盛
で
あ
る
が
、
ま
す
ま
す
の
士
気
向
上
の
た
め
着
実
な
実
績
を

重
ね
る
こ
と
、
な
ど
が
上
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
課
題
の
克
服
に
よ
り
、



委
員
会
の
存
在
が
証
券
の
不
公
正
取
引
に
対
す
る
一
一
層
の
抑
止
力
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

O
平
成
六
年
七
月
八
日
(
金
)
午
後
一
時
半
よ
り

「
め
匡
「
「
巾
ロ
円

0
2
2回
目
白
日
戸
口
同
宮
内
』
出
切
出
口
巾
凹
而
唱
。
者
巾
『
印
可
山
山
門
巾
自
」

カ
レ
ル
・
ヴ
ア
ン
・
ウ
ォ
ル
フ
レ
ン
氏

報
告
者

(
フ
リ

l
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

出
席
者

四
七
名

北海道大学法学部法学会記事

「
日
本
/
権
力
構
造
の
謎
」
の
著
者
で
あ
る
在
日
オ
ラ
ン
ダ
人
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
カ
レ
ル
・
ヴ

7

ン
・
ウ
ォ
ル
フ
レ
ン
氏
は
、

d
R
Z
E

O--255回
目
ロ
吾
こ
呂
田

5
2
2耳
巾
「
∞
百
円
巾
ヨ
ミ
と
題
す
る
講
演
の
中
で
、

日
本
に
お
け
る
強
大
な
官
僚
支
配
、
特
に
大
蔵
官
僚
の
突
出
し
た
権
力
支

配
に
対
す
る
政
治
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
欠
如
ゃ
、
政
策
決
定
過
程
に
お
け

る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
不
在
を
指
摘
し
た
。
以
下
は
、
い
く
つ
か

の
質
問
に
対
す
る
氏
の
回
答
を
含
む
講
演
内
容
の
要
旨
で
あ
る
。

現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
不
在
は
、
戦
後
の
日

米
関
係
に
そ
の
一
因
が
求
め
ら
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
日
本
の
無
条

件
降
伏
に
よ
っ
て
終
結
し
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
は
、
ド
イ
ツ
の
ヒ
ト
ラ
ー
、

イ
タ
リ
ア
の
ム
ソ
リ

l
ニ
に
匹
敵
す
る
強
力
な
政
治
的
指
導
者
が
日
本
に

存
在
し
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
日
本
が
軍
国
主
義
的
行
為
を

行
っ
た
と
理
解
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
に
再
び
強
力
な
政
治
的

リ
ー
ダ
ー
が
出
現
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
加
え
て
冷
戦
に
よ
る
東
西
緊
張
の

も
と
で
、
防
衛
・
外
交
な
ど
の
対
外
戦
略
に
関
す
る
決
定
に
つ
い
て
は
ア

メ
リ
カ
が
肩
代
り
し
、
日
本
に
は
む
し
ろ
官
民
一
体
と
な
っ
た
経
済
活
動

を
奨
励
し
た
。
こ
の
結
果
、
政
治
家
で
は
な
く
「
政
治
中
立
的
」
な
官
僚

が
、
敗
戦
日
本
の
経
済
的
復
興
に
指
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ

た
。
政
治
家
へ
で
は
な
く
官
僚
へ
の
権
力
集
中
は
、
政
治
の
中
枢
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
、
と
り
わ
け
政
治
的
決
定
に
対
し
て
誰
が
責
任
を
も
つ
の
か

の
問
題
を
、
約
四

O
年
後
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九

八
0
年
代
後
半
、
ア
メ
リ
カ
が
日
本
の
「
保
護
者
」
と
し
て
の
立
場
を
放

棄
し
、
日
本
に
対
し
て
貿
易
摩
擦
の
解
決
に
責
任
あ
る
対
応
を
強
く
求
め

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
日
本
の
政
治
の
中
枢
、
政
策
決
定
に
お
け
る
責

任
の
主
体
の
不
在
が
日
米
関
係
に
深
刻
な
亀
裂
を
生
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

日
本
は
、
活
発
な
経
済
活
動
に
代
表
さ
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
外
見
と

は
裏
腹
に
、
静
的
な
惰
性
が
支
配
す
る
社
会
で
あ
る
。
こ
の
惰
性
の
原
因

は
、
説
明
責
任
(
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
)
を
も
っ
権
力
中
枢
の
不
在
に

あ
る
。
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
ィ
と
は
、
政
府
と
市
民
の
間
に
呼
応
的
で
動

北法45(5・157)851



報

的
な
政
治
関
係
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
存
在
し
な
い
限
り
、
権
力
者
に
問
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
「
責
任
」
で
あ
る
。
公
選
職
で
は
な
い
官
僚
は
、
強
大
な

裁
量
権
を
恋
意
的
に
運
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
の
決
定
に

つ
い
て
、
議
会
に
も
国
民
に
も
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
ィ
を
問
わ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
批
判
勢
力
た
る
べ
き
メ
デ
ィ
ア
で
さ
え
、
こ
と
経
済
問
題
に
つ

い
て
は
、
大
蔵
官
僚
が
作
り
出
し
た
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
を
鵜
呑
み
に
す
る

ば
か
り
か
、
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
一
役
買
い
、
官
僚

の
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
ィ
を
不
聞
に
付
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
は
経
済

学
者
も
同
罪
で
あ
る
。
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
ィ
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
、
説

明
能
力
は
磨
か
れ
ま
い
。
実
際
、
「
有
能
」
と
評
価
さ
れ
る
日
本
の
官
僚

の
政
策
構
想
の
基
礎
に
は
、
過
去
の
「
前
例
」
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
日
本
の
官
僚
の
「
有
能
さ
」
の
本
質
は
寸
記
憶
力
」
で
あ
り
、

「
前
例
」
を
-
記
憶
し
そ
れ
を
踏
襲
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
有
能
さ
」
の
証
明

な
の
だ
。
「
前
例
」
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
り
広
い
視
野
を
も
っ
た
政
治
的

指
導
者
は
、
頭
角
を
現
し
た
途
端
引
き
ず
り
下
ろ
さ
れ
る
の
が
お
ち
で
あ

る。

雑

日
本
市
民
は
よ
り
良
質
な
政
府
に
十
分
値
す
る
故
に
、
日
本
社
会
に
は

よ
り
良
い
政
治
が
必
要
で
あ
る
。
良
質
な
政
府
と
政
治
の
実
現
に
と
っ
て

希
望
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
社
会
の
こ
う
し
た
権
力
構
造
に
危
倶
を
も

っ
人
た
ち
が
少
数
だ
が
出
現
し
始
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
高
い
政
治
意

識
を
も
っ
市
民
た
ち
、
退
職
し
た
高
級
官
僚
の
何
人
か
が
そ
う
で
あ
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
市
民
一
人
一
人
が
政
治
に
無
関
心
に
な
ら
ず
、
「
仕
方

が
な
い
」
と
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
政
治
家
に

そ
の
存
在
の
意
味
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
国
民
の
代
弁
者
と
し
て
の
政
治
家

に
こ
そ
政
治
的
決
定
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
ィ
が
求

め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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